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１．はじめに 

本報告書は、令和３（2021）年度に青森学術文化振興財団の助成を受けて開催した青森公立大学公

開講座「青森圏連携中枢都市圏公開講座」事業の開催報告書である。 

本業務は、東青地域（青森市、平内町、今別町、外ヶ浜町、蓬田村）における一定の人口を確保す

るための移住・定住を促進するため手段としてリモートワーク・ワーケーションを行う人材の誘致

について、自治体職員及び当該地域の産業関係者等を対象に有識者による講座を実施したものであ

る。 

２．目的及び背景 

令和元（2019）年 11 月 18 日、青森圏域に有する地域資源を結びつけながら、一定の圏域人口と

活力ある社会経済を維持し、住民の暮らしを支えていけるよう構成市町村で「青森圏域連携中枢都

市圏」の形成を目指すため連携中枢都市宣言を行い、令和元（2019）年 12 月 25 日に青森圏域連携

中枢都市圏の形成を目指す 5 市町村（青森市、平内町、今別町、外ヶ浜町、蓬田村）が連携協約を締

結した。 

また、令和 2（2020）年 3 月 23 日には、構成市町村で協議・調整やビジョン懇談会における意見

等を踏まえ「青森圏域連携中枢都市圏ビジョン」を策定した。 

「青森圏域連携中枢都市圏ビジョン」の具体的な取り組みの一つとして「大学連携推進事業」が

挙げられ、公開講座等による青森圏域への情報提供等を実施することとしている。 

これまで青森公立大学が開催する公開講座は青森市内において開催してきた。この「青森圏域連

携中枢都市圏公開講座」においては、青森圏域を構成する各町村に出向き、公開講座を開催するも

のである。 

令和 2（2020）年 9 月、青森市、青森商工会議所、青森公立大学等で構成する「青森リモートワー

ク人材誘致研究会」が発足し、青森市への移住・定住を促進させるため、青森市でのリモートワー

ク・ワーケーションを行う人材を誘致する実証実験を行っている。

また、「青森圏域連携中枢都市圏ビジョン」においても「一定の圏域人口を有し活力ある社会経済

の維持」に関する移住・定住を促進させる取組みが掲げられている。 

 このことから、令和 3（2021）年度の「青森圏域連携中枢都市圏公開講座」では、移住・定住の促

進に向けたリモートワーク・ワーケーションの活用をテーマに公開講座を開催するものである。 

３．概要 

本事業は、令和３（2021）年 10 月 25 日（月）に平内町、翌 26日（火）に外ヶ浜町にて開催した。 

 開催においては、令和２（2020）年 9月に青森市、青森商工会議所、青森公立大学等で構成し設置

された「青森リモートワーク人材誘致研究会」と連携し、研究会において全国の事例やワーケーシ

ョンのトレンド等の調査を担当する有識者を講師に迎え開催した。 
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３-１ 実施内容

リモートワーク・ワーケーション推進においては、当該地域の施設をどのように活用ができるか

を考察することが重要となるため、講座開催場所である平内町及び外ヶ浜町の施設について講師と

事前打合せするとともに、講座当日に各施設等の下見等を行ったうえで講座を開催した。 

３-２ 講師

今回の公開講座においては、「リモートワーク・ワーケーション」をテーマとし、当該テーマに係

る国等の状況や全国自治体の取組状況に精通し、「青森リモートワーク人材誘致研究会」にも参画し

ている有識者を講師に招いた。 

講師（１） 

株式会社アクティブ執行役員 小原 恒太氏 

プロフィール 

ＤＸ（デジタルトランスメーション）促進、ＩＣＴシステム開発、人材育成、経営コンサル

タントなどを事業領域とし、地方創生・新事業創出など、多くの企業や自治体への企画立案

から開発、運営、ブランディング、ＰＲ、教育・研修等、総合プロデュースの実績や、ワー

ケーション及び移住への展開について専門事業各社と連携した導入実績を多数有する。

「青森リモートワーク人材誘致研究会」においては、全国のリモートワーク・ワーケーショ

ンの状況等について調査・報告を担当している。

講師（２） 

株式会社ＲＯＯＴｓ取締役ＣＯＯ、ＣＯＮＮＥＣ.ｔ代表 小口 潤氏 

プロフィール 

総合広告代理店のマーケティング担当として、多くの企業のブランドマーケティングに 

従事し、その後、グループ内企業制度を活用して㈱ROOTｓを設立した。体験特化型ふるさと

納税サービス「さといこ」の立上げや運営においてオペレーション責任者として全国 60 自

治体と契約し、事業を展開している。 

また、多くの地方自治体の広報ＰＲ支援、移住定住コンサルタント等の業務にも携わり、

「青森リモートワーク人材誘致研究会」においては、全国のリモートワーク・ワーケーショ

ンの状況等について調査・報告を担当している。

３-３ 事前打ち合わせ

令和 3（2021）年 10 月 25 日（月）午前 10 時から正午まで、青森公立大学において平内町及び

外ヶ浜町に所在する施設について事前打ち合わせを実施した。宿泊受入れ及びリモートワーク受入

れが可能と思われる施設、アクティビティとして成立する施設やイベントの考察を行った。 
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３-４ 平内町会場 

 令和 3（2021）年 10 月 25 日（月）、平内町勤労青少年ホームで講座を開催した。事前打ち合わせ

基に、夜越山森林公園（ケビンハウス）の状況を視察した。 

講座プログラムでは質疑応答の時間を設け、受講者から「移住、定住促進については町の課題と

なっているものの、どのように進めていくべきかの検討に苦慮している状況にあり、今回の講座で

そのヒントを与えてもらった。」との意見があった。また、講座終了後においても受講者から講師へ

の質問や意見交換をするなど、活発な講座となった。 

 

青森圏域連携中枢都市圏公開講座（平内町） 

   日 時 令和 3（2021）年 10 月 25 日（月） 15：00～16：30 

   場 所 平内町勤労青少年ホーム １階「視聴覚室」 

   協 力 平内町企画政策課 

   受講者 ８名（平内町企画政策課 5 名、平内町水産商工観光課 2名、平内町商工会 1名） 

   内 容 資料１（平内町会場次第）及び資料３（配布資料１）、資料４（配布資料２）参照 

 

 

  画像１ 視察先（夜越山森林公園ケビンハウス）        画像２ 平内町勤労青少年ホーム会場 

 

 

３-５ 外ヶ浜町会場 

 令和 3（2021）年 10 月 26 日（火）外ヶ浜町役場で講座を開催した。外ヶ浜町においても事前打ち

合わせを基に、風のまち交流プラザ「トップマスト」、隣接する観瀾山海水浴場の状況を視察した。 

講座開催前には山﨑外ヶ浜町町長とも会談し、外ヶ浜町でも移住・定住に力を入れていきたいと

の話を伺った。 

 講座プログラムの質疑応答では、青森市から移住され外ヶ浜町でカフェ経営をされている方から、

「移住・定住やリモートワーク受入れに不可欠な地元住民の協力を活発化させるために、どのよう

なことをしていくことがいいのか。」との質問があった。また、講座終了後においても受講者から講

師への質問や意見交換をする等、活発な講座となった。 
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青森圏域連携中枢都市圏公開講座（外ヶ浜町） 

   日 時 令和 3（2021）年 10 月 26 日（火） 10：30～12：00 

   場 所 外ヶ浜町役場 3階「会議室」 

   協 力 外ヶ浜町総務課 

   受講者 11 名（外ヶ浜町総務課 4名、外ヶ浜町産業観光課 1 名、外ヶ浜町建設課 2 名、 

          外ヶ浜町学務課 1名、外ヶ浜町住民課 1名、外ヶ浜町地域おこし協力隊 1名 

          一般住民 1名） 

   内 容 資料２（外ヶ浜町会場次第）及び資料３（配布資料１）、資料４（配布資料２）参照 

 

 

画像３ 視察先（観瀾山海水浴場）              画像４ 外ヶ浜町役場会場 

 

 

４．おわりに 

国が掲げる「新しい働き方改革」への意識変化、リモートワーク等の普及により、地方への回帰、

地方移住への関心が高まる一方で、地方においては人口流出が大きな問題となっており、「青森圏域

連携中枢都市圏ビジョン」においても「一定の圏域人口を有し活力ある社会経済の維持」に関する

移住・定住を促進させる取組みが掲げられている。 

移住・定住を促進させるためには、地元をよく知ってもらうことが必要となり、その手段として

リモートワーケーション人材誘致の取組みである。 

 リモートワーケーションはリモートワークとバケーションの組合せであり、多様化するニーズや

その自治体でできることが限られている状況においては、広域的な視点での取組みも必要となり、

このことからも「青森圏域連携中枢都市圏」の意義・目的とも合致すると考える。 

 今回の公開講座においては、移住・定住に向けたリモートワーケーション活用の取組みへのきっ

かけを開催自治体の参加者の方々へ発信できたものと考える。 

 令和 4（2022）年においては、「青森圏域連携中枢都市圏」の残りの構成市町村である今別町、蓬

田村に加え、青森市浪岡地区で、今年度と同テーマで開催を予定する。 
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資料１（平内町会場次第） 

 

青森公大学公開講座２０２１ 

青森圏域連携中枢都市圏 公開講座 

 

 

 

日 時 2021 年 10 月 25 日（月） 15：00～16：30 

 

会 場 平内町勤労青少年ホーム １Ｆ 「視聴覚室」 

 

次 第 

 

  １．開 会 

     挨 拶  青森公立大学 学長  香 取  薫 

 

  ２．講 座 

 

     第 1部 「日本社会のＤＸ推進に伴う地方回帰トレンド」 

          講 師  小 原 恒 太 氏 

               （株式会社アクティブ 執行役員） 

  

     第 2部 「地域のゴールから考える地域課題解決へのワーケーション活用 

          ～ ワーケーション３．０とは ～」 

          講 師  小 口  潤 氏 

               （株式会社ＲＯＯＴｓ 取締役ＣＯＯ 

                       ／Ｃｏｎｎｅｃ．ｔ代表） 

 

  ３．質疑応答 

 

  ４．閉 会 

 

  ※名刺交換会・交流会 
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資料２（外ヶ浜町会場次第） 

 

青森公大学公開講座２０２１ 

青森圏域連携中枢都市圏 公開講座 

 

 

 

日 時 2021 年 10 月 26 日（火） 10：30～12：00 

 

会 場 外ヶ浜町役場 ３Ｆ 「会議室」 

 

次 第 

 

  １．開 会 

     挨 拶  青森公立大学 学長  香 取  薫 

 

  ２．講 座 

 

     第 1部 「日本社会のＤＸ推進に伴う地方回帰トレンド」 

          講 師  小 原 恒 太 氏 

               （株式会社アクティブ 執行役員） 

  

     第 2部 「地域のゴールから考える地域課題解決へのワーケーション活用 

          ～ ワーケーション３．０とは ～」 

          講 師  小 口  潤 氏 

               （株式会社ＲＯＯＴｓ 取締役ＣＯＯ 

                       ／Ｃｏｎｎｅｃ．ｔ代表） 

 

  ３．質疑応答 

 

  ４．閉 会 

 

  ※名刺交換会・交流会 
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資料３（配布資料１）
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